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友
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大
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わ
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仁
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役
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編
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・
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周
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記
念
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あ
り
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と
う
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伊

豆
長
岡
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伊
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編
）

・
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郎
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株
式
会
社

・
東
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動
車
株
式
会
社

・
静
岡
県
地
域
交
通
課

・
一
般
社
団
法
人　

自
動
車
検
査
登
録
情
報
協
会

　

公
共
交
通
を
使
う
と
、
マ
イ
カ
ー
に
は
な

い
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
マ
イ
カ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は

路
線
バ
ス
や
電
車
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

出
か
け
る
な
ど
、
公
共
交
通
を
上
手
に
使
っ

て
、
公
共
交
通
の
あ
る
未
来
を
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
完
）

　

全
国
的
に
進
む
少
子
高
齢
化
で
、
マ
イ

カ
ー
全
盛
時
代
に
も
、
陰
り
が
み
え
て
き
ま

し
た
。
若
者
の
運
転
免
許
保
有
者
の
減
少
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
返
納
な
ど
個
人

的
要
素
に
加
え
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
自

動
車
の
共
同
使
用
）、
自
転
車
な
ど
新
し
い

選
択
肢
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
脱
炭

素
社
会
）へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
社
会
的
要
素

に
よ
り
、
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
ペ
ー
ジ
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
日

本
の
公
共
交
通
は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
民

間
企
業
が
経
営
し
て
い
る
た
め
、
お
客
さ
ん

が
乗
ら
な
け
れ
ば
路
線
を
維
持
で
き
ま
せ

ん
。
公
共
交
通
は「
走
っ
て
い
る
の
が
当
た

り
前
」で
は
な
く
、「
誰
も
乗
ら
な
け
れ
ば

形
を
変
え
て
い
く（
＝
な
く
な
っ
て
い
く
）」

も
の
で
す
。
か
つ
て
の
渡
し
舟
や
馬
車
、
汽

車
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
と
同
様
に
。

　

も
し
、
誰
も
が
マ
イ
カ
ー
も
持
た
な
く

な
っ
た
未
来
に
、
今
の
電
車
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、
皆
さ
ん

は
ど
う
や
っ
て
移
動
す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
る
前
に
、
近
い
将
来
必
要
と
な
る
交
通

手
段
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
公
共
交
通
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
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メリット①

歩いて健康増進

メリット⑤

自由な時間を楽しめる

メリット③

地球にやさしい

市では、市内の全バス路線・バス時刻表を掲載した
「くらしの公共交通まるごとマップ」を作成し、公共
施設などに配架しています。
　市内をめぐる再発見の旅に出かけてみませんか？

　一度に多くの人が乗車できる公共交通は、自
動車よりも二酸化炭素の排出量が少ないこと
が国土交通省の調査で明らかになっています。
その量は、バスは自動車の約２分の1。電車は自
動車の７分の1です。

　運転手は交通事故の加害者になる可能性が
ありますが、公共交通はプロの運転手に安心し
て運転を任せることができます。

　自動車の運転中はよそ見は厳禁ですが、公
共交通での移動中は自由に過ごすことができ
ます。読書・仮眠・電子機器の操作など時間を
有効活用して楽しめます。

　自動車で出かけてお酒を飲んだ時に困る
のが帰宅の手段。自動車を置いて帰ると、そ
の間駐車料金が発生したり、また後日取りに
行く手間が発生します。往復の移動手段を公
共交通にしてみませんか？

　マイカーの維持には、車両の購入費用のほか、ガ
ソリン代や車検、保険料、駐車場代などさまざまな
費用がかかりますが、公共交通に必要な費用は主
に運賃のみでお財布にやさしい移動手段です。

　公共交通を利用すると、駅やバス停まで歩
くので、自然と歩数が増えます。普段マイカー
ばかりで運動不足の人は、月に一度、公共交通
の日を設けてみませんか？

メリット④

運転も任せて安心

メリット②

お財布にやさしいメリット⑥

お酒を飲んでも大丈夫


